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沖縄島南部地方の古井戸











































うぇー か ー うぇーがー
の発生と共に，古くから存在している井戸は親井戸，あるいは親川と称
され，家屋の増加などによって利用者が増えたため，新しく設けられた井

















めー が ー めー ぬ か ー うしろ が ー
戸は前井戸，あるいは前ヌ井戸と称され，一方，背後にある井戸は後ヌ井戸
まんなか が ー あがり
である。集落の中央付近にある井戸は真中井戸で，東側にある井戸は東
が ー いり が ー にー ぬ ぱー ぬ が ー さん ぬ ぱー
井戸，西側にある井戸は西井戸である。あるいは，子の方の井戸・申の方





う かー う かー う ぶ かー の ろ
ている井戸は，御川・御井，あるいは御母川と呼ばれ，祝女が祈祷などで







う がん う こー る
湧出地の近くに拝所を設置し，あるいはお香を焚くためのお香炉を設ける。


















が ー かーわうが かー う ぐゎん
水に求めて，井戸（川）に求めて川拝み（川御願，“かーめー”，“うびな
でぃ”とも言う）の儀礼を，機会がある度に行った。現地調査を行ってい












うぃ ひーじゃー が ー うぃ ひーじゃー
ある井戸は上ヌ樋川井戸（略して，上ヌ樋川）である。同様に，相対的




あま み が ー なか み が ー
出る井戸は甘水井戸，汽水が湧き出る井戸は中水井戸，塩水が湧き出る井


























うぃ が ー なか か ー しむ が ー
それぞれ上ヌ井戸・中ヌ井戸・下ヌ井戸と称される。








１．１５０～１７０段丘面 ２．１３０～１４０段丘面 ３．地滑り滑落崖 ４．人工


























う がん う こー る
ている。近くの石段の上には，水神を祀る拝所が設けられ，中にはお香炉
が備えられている。


















































































































































































うきん ず はいん ず
受 水走水や浜川御嶽の樋川と言った湧水がある（図８）。いずれも，古
い伝説を持っている。






































や ふ が ー
















































































１．丘陵地 ２．段丘面 ３．氾濫低地 図内の細線は等高線で，主曲線は１０
間隔。（単位：）
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ぎー ざ が ー ま ぶ に
慶座井戸は，摩文仁の丘にある平和記念公園から北東方向へ，直線で約
１離れた位置で，比高約４０の段丘崖近くに設けられている（図１６）。





























































































































































































































とうばる さ し かさうーかー
る巧みな方法で，石垣が設置されている。桃原の佐司笠御井・識名園の育







が ー う がん
のハブを発見しやすい構造になっている。さらに，井戸の一画には拝所と


























ひーじゃー が ー ひーじゃー
３）「樋川井戸」を“ふぃーじゃーがー”，あるいは「樋川」“ふぃーじゃー”と発音
する場合もある。以下，発音が若干異なる場合もあるが，ここでは一般的な発音に基
づいている。
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